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日中戦争期における中国共産党内の「知日派」と敵軍工作
趙　新利
はじめに
　清末から多くの中国の若い人が日本に渡り留学
していた。中国で革命を起こした政治家・軍事
家・文学者の多くは，日本留学経験のある人であ
る。その中，蒋介石，陳独秀，李大釗，周恩来，
郭沫若など有名な人がいた。中国共産党第1回全
国代表大会代表だけにも，日本留学経験者は李
達，李漢俊，董必武，周仏海がいた1。
　ここでいう「知日派」とは，日本に留学，また
訪問した経験があり，日本の文化や庶民の考えを
ある程度理解している人のことである。本論文で
は，1937年から1945年までの日中戦争期におい
て，中国共産党の敵軍工作部で活躍していた「知
日派」を中心に，中国共産党の指導層の「日本
観」に触れて分析する。その「知日派」のほとん
どは，日本で長年留学し，日本のことを深く理解
している人々であり，日中戦争期において共産党
の軍隊で日本人捕虜扱い，敵情研究，日本軍向け
プロパガンダ工作に従事していた人々でもある。
　日中戦争期において，中国共産党は，日本軍を
瓦解させるために多くの「知日派」の人材を活用
しようとした。1937年10月6日に総政治部が出
した『八路軍総政治部が日本軍向け政治工作を展
開させる指示』には敵軍工作幹部の充実と日本留
学経験者の活用を強調している。「各師団の敵軍
工作部の工作は腕利きの幹部が主宰し，適切な工
作員を配属すべきである。各部はそれぞれ日本語
のわかる幹部や兵士を各連隊にそれぞれ2人，旅
団に1人，師団に2，3人を配属すべきである。こ
れらの工作員のほとんどは，日本留学から帰国し
た愛国青年でなければならない。政治上と工作能
力の面で積極的に育成し，敵軍工作の優秀幹部に
させ， 創造力と自主性を発揮させるべきであ
る2。」
　1937年日中戦争の勃発につれ，多くの在日中
国人留学生が帰国することになり，各分野の反日
活動に参加し，国民党または共産党の軍隊に入っ
た人も多くいた。日本の国情と日本人の考えをよ
く知り，日本語が堪能である「知日派」の多くは
敵軍工作，日本軍向けのプロパガンダ工作および
日本人捕虜の教育に従事していた。1937年から
1945年までの日中戦争期における中国軍の対日
工作とその政策設定を見るとき，これらの「知日
派」の働きは注目すべきである。
　本論文の目的は，この時期において，八路軍の
敵軍工作に直接参与した趙安博，王学文，張香山
などを例にして分析することを通じて，彼らは日
本人一般を好意的に理解していた，そして，その
好意的な日本人観が共産党の敵軍工作政策の形成
にきわめて大きな影響をもっていた，ことを明ら
かにすることにある。
１　敵軍工作に携わった「知日派」の代表人物
　（1）王学文
　日中戦争期において八路軍総政治部敵軍工作部
長をつとめた王学文（1895－1985）は，日本留学
経験のある1人である。王学文の元の名前は王守
椿であり，江蘇省徐州で生まれた3。1910年から
1927年までの間，前後して東京同文書院，第一
高等学校予科，金沢第四高等学校，京都帝国大学
経済学部及び大学院で学んだ。その回想による
と，1911年，「同文書院で2年間勉強したが，ちょ
うど孫中山先生が指導した辛亥革命が勃発し，中
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国最後の封建王朝政府が打倒された。わたしはす
ぐに帰国し，約1年滞在してまた東京に戻った。」
1927年になると，「国内から周恩来，朱徳，賀竜
らの同志が南昌で蜂起し，南下して汕頭を占領し
たニュースが入ってきた。そこでふたたび帰国す
ることにした 4。」合計16年程度日本で生活して
いた王学文は，1937年から延安にある中共中央
党校で教鞭を執りはじめた。1940年から中央軍
委総政治部敵軍工作部部長となり，対日本軍プロ
パガンダ工作と日本人捕虜の教育に従事してい
た5。
中戦争期において，八路軍129師団の敵軍工作部
副部長，太行軍区敵軍工作部部長，晋冀魯豫軍区
敵軍工作部部長などを歴任した 8。日本で身につ
けた日本語能力と日本人の心への理解は，その後
の敵軍工作に大きく生かされた。八路軍の捕虜と
なった香川孝志の回想によると，捕虜となったば
かりのとき，張香山に日本語で「安心しなさい。
われわれ八路軍は捕虜を殺さない」と言われ，心
が落ち着いたという9。 同じく八路軍の捕虜と
なった前田光繁の回想によると，捕虜になった
ら，10日間ほど張香山と同居生活が続いた。そ
の間張香山は正面から意見をぶつけるのをなるべ
く避けて，1933年から1937年まで日本に留学し
たころの話や，日本での政治活動や中国に強制送
還されたことなどを語った10。日本留学の経験
は，張香山にとって日本人捕虜と交流する共通の
話題を提供してくれた。日本留学で経験したこと
の共有を通じて，日本人捕虜の反感・不安感を解
消することができたと言えよう。
　2000年，日本で過ごした美しい青春時代を記
録する『回首東瀛』が出版され，桜，箱根，筑波
山，武蔵野など，「東京で過ごした青春時代」の
美しい思い出が書かれている11。
　（3）趙安博
　長期にわたって八路軍の敵軍工作に従事してい
た趙安博（1915－1999） は， 浙江省生まれで，
1934年秋に日本に留学し，1935年春から1937年
7月まで，第一高等学校に在学した。1937年に帰
国して八路軍に入隊した13。1982年に出版された
回想録には，恩師である松本亀次郎先生のことを
高く評価している。「東亜高等予備校の松本亀次
郎先生は，ながく日中文化の交流に尽力してきた
　（2）張香山
　日中戦争期において，長期にわたって共産党の
敵軍工作に従事していた張香山（1914－2009）
は，浙江省の出身で，1933年10月から1937年4
月まで日本に留学していた 7。東京高等師範での
留学を終え，帰国した張香山は1937年に八路軍
に入隊し，1938年に中国共産党に入党した。日
1915年に金沢で撮った王学文と夫人の写真6。
1935年，同級生と筑波山に登る。左端は張香山12。
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学者だった」という。1935年春，趙安博は第一
高等学校（今の東京大学教養学部）に入った。当
時，ドイツ語を教えてくれた片山敏彦先生のこと
も高く評価している。「当時，中日関係は日一日
と悪化の途をたどりつつあったが，先生は中国学
生にとても友好的で，民族的差別などいささかも
なく，講義の態度もしごく真面目であった」とい
う。「しかし，あの頃日一日と猖獗を極め始めた
軍国主義には，ひじょうな反感をもっていた。そ
の後，日本が中国への侵略戦争をすすめるように
なると，先生は一高教授の職を決然となげださ
れ，芸術的抵抗の立場に移った。先生のこうした
高尚な人柄には，今考えてもまったく頭のさがる
思いがする14」と述べている。
　回想録によると，「一高在学中，わたしは，日
本軍国主義が中国侵略に拍車をかけるにしたが
い，中日両国の関係が日増しに悪化してくるの
を，身をもって感じた。中国の留学生が日本で勉
強しつづけるのもむずかしくなってきた。――こ
のような状況のもとでは，これ以上勉強はつづけ
られないし，たとえあとで大学に入れたとして
も，卒業までもっていくのは並大抵のことではな
い。それに，学費や下宿代の仕送りもいつまでつ
づくかわからない。わたしは，さらに進学しよう
というそれまでの計画を中止し，1937年7月，盧
溝橋事変が起きてまもなく，東京での学生生活に
別れをつげて祖国へ帰った15。」
　趙安博は日中戦争期において，敵軍工作部と延
安日本工農学校で野坂参三の助手として，日本人
捕虜教育，日本軍向けのプロパガンダ工作などの
分野で活躍していた。
　（4）林植夫
　林植夫（1891－1965）は福建省の出身で，1906
年から日本で留学し，孫文が作った「同盟会」に
加盟した。1920年に東京帝国大学農学部林学科
から卒業した。1933年に河上肇の『資本主義経
済学之歴史的発展』を翻訳し，商務印書館によっ
て出版された17。1938年に新四軍に入隊し，1941
年まで新四軍政治部敵軍工作部部長をつとめ，日
本人捕虜教育や日本軍向けのプロパガンダ工作な
どに従事していた18。林の身近に陳子谷という人
物がいた。タイの華僑で，日本留学経験のある陳
子谷は新四軍の敵軍工作部門で活動し，新四軍2
支隊で兵士に日本語のスローガンを教えていた。
1939年に陳子谷は中国共産党に入党し，新四軍
新6団政治処敵軍工作股の股長をつとめた19。陳
子谷の回想によると，当時，共産党員ではない
と，軍隊の正式幹部になるのが困難だった。同盟
会会員であった林植夫は，国民党中央委員でも
あったので，中国共産党に入党する手続きは，共
産党中央委員会の批准が必要だった。日本人捕虜
はまだいない1939年以前は，新四軍の敵軍工作
の日本語スローガンは，林植夫によって作られ
た20。1941 年皖南事変で国民党の捕虜となった
が，日本留学時代に蒋介石，宋美齢と会ったこと
がある同時に，共産党に入党しなかったので，蒋
介石が林植夫を殺さなかった21。
　（5）李初梨と李亜農兄弟
　李初梨（1900－1994）と李亜農（1906－1962）
は兄弟であり，ともに日本留学経験があり，しか
も共産党軍隊で敵軍工作に従事していた。李初梨
（3男）は，1915年に日本に留学し，1916年にま
た10歳だった李亜農（4男）を連れて日本留学を
させた。日中戦争期において，李初梨は総政治部
敵軍工作部副部長をつとめ，李亜農は新四軍敵軍
工作部副部長として活躍していた。
　李初梨は四川省江津の出身で，1915年に日本
での留学を始めた。東京高等工業学校・京都帝国
大学で勉強していた。日本で中国の左翼作家の成
仿吾，田漢らと頻繁に接触し，マルクス主義に出
会った。1927年に帰国し，左翼文学組織「創造
社」に参加した。1928年に上海で中国共産党に
入党し，1937年に延安で新華社社長，『新中華報』
編集長などを歴任した22。1940年から，中共中央第一高等学校に在学した当時の趙安博の写真（1936年）
16。
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南方工作委員会秘書，軍委総政治部敵軍工作部副
部長，部長などを歴任した23。延安の日本工農学
校の日本人捕虜教育にも，李初梨は敵軍工作部の
副部長として積極的に参加した24。
　李亜農は日中戦争期で新四軍敵軍工作部副部長
として，日本人捕虜への教育工作に従事してい
た。1916年から日本に留学し始め，小学校の課
程を終え，東京第一高等学校の予科に入り，その
後，京都第三高等学校に入学した。1927年に京
都帝国大学文学部に入学し，「社会科学研究会」
を組織した。1927年に京都大学で中国共産党に
入党した25。その後，李亜農は「留日反帝同盟」
の組織で活動し，1929年に日本警察に逮捕され，
3年間刑務所にいた。1932年に16年間の日本留学
を終え帰国した。1941年に蘇北抗日根拠地に入
り，新四軍政治部敵軍工作部副部長などを歴任し
た。建国後，上海歴史研究所所長，上海史学会会
長などを歴任し， 歴史学者として知られてい
る26。
　1941年冬，李亜農が新四軍に入ったとき，新
四軍にはすでに多くの日本人捕虜がいた。新四軍
の軍長であった陳毅は李亜農を敵軍工作部副部長
に任命した27。1942年に新四軍敵軍工作部部長を
つとめた劉貫一の回想によると，李亜農副部長は
日本語が堪能で，しかも日本で留学したことがあ
り，日本人反戦同盟と朝鮮解放同盟の支部の工作
は，李亜農が担当した。李亜農は日本人捕虜のみ
んなと戦友の関係を結成し，一緒に日本語の本や
マルクス著作を読んできた28。1942年，華中局の
『新華報』の編集長をつとめた陳修良の回想によ
ると，新四軍敵軍工作部副部長だった李亜農がよ
く編集部に来ていた。李亜農が流暢な日本語で日
本人捕虜を教育していた29。
２　共産党指導層と日本のつながり
　前述したとおり，日中戦争期において，中国共
産党の敵軍工作部などの部署では，多くの日本留
学経験のある「知日派」が活躍していた。共産党
指導層においても，「知日派」の姿もあった。こ
こでは，毛沢東の日本観に触れながら，周恩来，
徐特立，董必武，林伯渠，呉玉章などの「知日
派」を考察する。
　（1）「延安留日同窓会」の結成
　1941年9月1日，延安留日同窓会が結成された。
結成大会に80名の会員が出席し，呉玉章，王学
文，何敬思，李初梨，趙安博，江右書などがその
メンバーとなった。日本人反戦同盟，日本工農学
校の代表である松本敏夫が挨拶した。日本語図書
館の設立が決まった。
　1942年2月17日，延安留日同窓会が日本工農
学校の学生を招待し，交歓会を行った。当時65
歳の呉玉章は1903年に日本で留学し始め，1925
年に中国共産党に入党し，1939年から，延安魯
迅芸術学院院長，延安大学学長などを歴任した。
呉玉章は交歓会で，「日本に留学している多くの
中国人学生は，いつも日本人民と交流し，日本人
民から真の友情と愛情を得て，頼れる保護と援助
を得ている。我々は日本でマルクスレーニン主義
を勉強し始めたのである。日本から大量の書籍と
貴重な資料を獲得している30」と挨拶した。
　（2）「知日派」としての「延安五老」
　「延安五老」とは，日中戦争期において，延安
にいた徐特立，董必武，林伯渠，呉玉章，謝覚哉
という5人の共産党長老のことである。1940年1
月15日，延安で「呉玉章同志60歳祝賀会」が開
かれ，毛沢東が演説した。演説の中で，毛沢東
は，「呉老，林老，徐老，董老，謝老は青年に好
かれている」と強調し，この5人のことを高く評
価した31。そのときから，中国共産党の歴史の中
で，「延安五老」はよく知られている。
　毛沢東の若い時代の先生であった徐特立（1877
－1968年）は何度も日本を訪問したことがある。
1913年から1919年まで，徐特立は湖南省第一師
範学校で教鞭を執っていたとき，毛沢東が同学校
で勉強していた32。1910年7月から10月の間，徐
特立が小学校教育を考察するために渡日33。1927
年中国共産党に入党した後，南昌蜂起，長征など
に参加。1937年後，八路軍湖南弁事処の代表を
つとめ，長沙で活動していた。1940年8月に延安
に戻り，中央宣伝部副部長，自然科学研究院院長
などを歴任した。延安に駐在していたソ連記者も
「徐特立は延安で最も尊敬される1人である」，「毛
沢東はこの以前の先生に対して深く尊敬してい
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る」と記載している34。1937年1月，徐特立60歳
のとき，徐先生は「今までの20年において私の
先生であった。現在でも私の先生で，将来でも私
の先生である35」と毛沢東が強調し，徐特立に対
する尊敬の意が分かる。日中戦争期において，延
安にいた徐特立は，八路軍の高級参議をつとめ
て，毛沢東や共産党の対日政策に対して影響を与
えたと考えられる。
　董必武（1886－1975）は湖北省の出身で，1911
年に辛亥革命に参加，同年同盟会に入会した。
1914 年，東京にある私立日本大学に入学した。
1915年から1916年まで反袁世凱運動に参加する
ために帰国。1916年再び渡日し，1918年まで滞
在した。1921年7月に中国共産党第1回全国代表
大会に出席した。日中戦争期において，中共中央
党校校長，陝甘寧辺区政府代理主席などを歴任し
た36。
　林伯渠（1886－1960）は湖南省の出身で，1904
年に日本東京弘文学校で留学し，1905年11月に
帰国した。1913年に再び日本に渡り，孫文の中
華革命党に入党した。1921年に上海共産主義小
組に入った。陝甘寧辺区政府代理主席などを歴任
し，共産党の統一戦線工作に大きく貢献した37。
　呉玉章（1878－1966）は四川省の出身で，1903
年に日本の東京成城学校に入学し，1906年同盟
会に入会し，8年間日本にいた。1925年に中国共
産党に入党し，1938年にソ連から帰国し，魯迅
芸術学院院長，延安大学学長などを歴任した38。
　「延安五老」の中には，留日経験または日本訪
問経験のないのが，謝覚哉だけだった。ほかの4
人のなか，徐特立は日本で小学校教育の考察をし
た経験を持ち，董必武，林伯渠，呉玉章はみんな
長く日本に留学したことがある。
　（3）周恩来と日本のつながり
　周恩来は日本留学経験のある中国共産党の指導
者として知られている。1917年9月に日本に留学
し，1919年4月5日に，帰国直前の周恩来は京都
の嵐山を散策し，『雨中嵐山』 を残している39。
日本にいる間に，周恩来には日本社会を見るチャ
ンスがたくさんあった。1918年3月9日に，周恩
来が日比谷公園で散策し，公園で活動している日
本人の男女の学生が花草を植えて遊ぶ姿を見て感
動した。当日の日記に，「中国人が口を開けば
『東洋（日本）は襤褸の邦』というが，よく考え
れば，日本はどうして襤褸であろう。おそらく中
国人がいささかふがいないのだ」。「日本の国民が
中国人を軽蔑するのも不思議ではないし，日本人
の知識は実に子どものころから鍛えあげられたも
のなのだ。中国人は一知半解であり，どうして事
理に精通しているといえよう」 と記載してい
る40。日本でこの眼で日本人の姿を見た周恩来に
は，日本を理性的に見る日本観があっただろう。
　第二次国共合作の時期において，周恩来は国民
政府軍事委員会政治部副主任に就任し，プロパガ
ンダ工作を担当する「三庁」を通じて対日本軍の
プロパガンダ活動を行っていた。中華人民共和国
建国後の20世紀50年代における日中交流と中国
の対日政策においても，周恩来の日本観の影響が
あったと考えられる。
　（4）毛沢東と日本のつながり
　1936年6月から10月にかけて，アメリカ記者
であるエドガー・スノーが毛沢東に取材をし，
『中国の赤い星』を出版した。その中に，毛沢東
の若い時代を詳しく記載している。それによる
と，16歳だった毛沢東が湘潭にある新式学堂に
通っていた。学堂の教師の一人が日本から帰って
きた留学生で，「仮洋鬼子」と呼ばれていた。毛
沢東の回想によると，「生徒の多くは，『仮洋鬼
子』の他人と異なる辮髪のためにかれを好かな
かったが，私はかれが日本のことを話すのを聞く
のが好きだった。」この先生から，日本の歌も教
わって，「そのころ私は日本の美を知り，感じ，
ロシアにたいする日本の勝利のこの歌のなかに日
本の誇りと力の何物かを感じた。野蛮な日本――
私たちがこんにち知っている日本――もあったこ
とは思いもよらなかった41。」そのなかから，当
時の毛沢東が日本に対する敬意を覗くことができ
る。
　中国共産党の創立は陳独秀などの「知日派」の
留日経験と深く関連している。毛沢東がスノーの
『中国の赤い星』の中では次のように陳独秀から
受けた影響を述べている。「私は1919年に2度目
に上海に行った。そこで私はふたたび陳独秀に
あった。最初は北平で私が国立北京大学にいたと
きにかれにあったのだが，かれはおそらくほかの
誰よりも私に大きな影響を与えた42。」
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　1917年春，宮崎滔天が黄興の追悼式に出席す
るために長沙に足を運んだ。湖南省立第一師範学
校で勉強している毛沢東が宮崎滔天に手紙を出
し，その後，宮崎滔天が毛沢東に会い，第一師範
大学で演説した43。
　日中戦争期において，毛沢東は日本を研究する
重要性を強調し，共産党の敵情研究を重視する姿
勢を見せている。1943年3月15日に毛沢東が書
いた野坂参三宛の手紙に，「私は日本の革命史に
ついて詳しくはないが，しかし非常に知りたいの
だ。また，中国の党の幹部たちと党員たちにも，
日本革命の史実を教える必要がある。そこであな
たに，日本革命の史料を多く書いて，『解放』に
発表してくださるよう提案する。ご考慮してくだ
さるようお願い致す」44 と提案している。この中
から，「日本革命の史実を知りたい」毛沢東の姿
がわかる。
３　「知日派」と中国共産党の対日政策
　（1）「知日派」の共産党入党
　多くの日本留学経験者は，日中戦争期において
共産党および八路軍・新四軍で活動していたが，
これらの「知日派」たちはなぜ中国共産党に入党
したのか。それぞれの出身と留学時期によって違
うが，全体から見れば次の2つの理由が挙げられ
るだろう。
　第1の理由は，日本が共産主義思想の情報源で
あり，中国共産党の日本での働きかけがあったこ
とである。多くの青年は日本にきて初めてマルク
ス主義と出会い，共産党の勧誘を受けて左翼組織
または共産党に参加したのである。周知のとお
り，マルクス主義著作の中国での伝播・中国共産
党の創立は，日本留学経験者との間に緊密なつな
がりがある。中国共産党が創立される前に中国で
出版された『共産党宣言』などのマルクス主義関
連著作のほとんどは，日本に留学している中国人
によって日本語から翻訳された。中国共産党の創
立の背景にも，陳独秀，李大釗など留日学生の努
力があった。共産党が創立される前には，すでに
8つの共産主義小組が結成され，その1つは東京
小組だった45。1925年ころから，在日中国人留学
生の間では『資本論』などマルクス主義の理論を
研究する社会科学運動ははやっていた。1925年
から1927年までの間に，日本の中国共産党小支
部にはわずか10名程度の党員しかいなかった。
その後，支部はビラなどを通じて中国人留学生の
入党を勧誘していた46。内務省警保局保安課外事
係の極秘資料「中国共産党日本特別支部検挙事
件」によると，1928年10月下旬に中国共産党日
本特別支部が結成された。当時の資料によると，
215名の被検挙者の中，共産党員数は82名だった。
中国共産党日本特別支部の活動のほとんどは秘密
だった。支部は引き続き積極的に中国留学生の中
で入党勧誘活動を行っていた。共産党支部のほか
に，中華留日社会科学研究連盟など共産党の周辺
組織もあった。特別支部の下には，明治大学支
部・東亜予備校支部・成城学校支部など11の支
部があり，党員のほとんどは各大学にいる中国人
留学生だった47。
　前出した王学文は1925年に京都大学の学部に
在学したとき，社会科学研究会に参加していた。
当時の社会科学研究会は半非合法の組織で，一部
の活動は秘密だった。大学のマルクス主義経済学
者である河上肇の支持を得て活動していた。その
日本人メンバーには，のちに日本共産党に入党し
た人も多くいた48。王学文は1927年に帰国した後
も，共産主義活動を行い，1927年6月に中国共産
党に入党した49。
　日中戦争の勃発で，中国共産党はさらに国内外
の民衆に対して，「抗日参加」と呼びかけていた。
前述したとおり，1937年10月6日に総政治部が
出した『八路軍総政治部が日本軍向け政治工作を
展開させる指示』には，「日本留学から帰国した
愛国青年」の活用を呼びかけている。1937年7月
7日の盧溝橋事件後，在日中国人留学生の間に
「帰国運動」が活発になり，7月7日から2カ月未
満の間においての帰国者は4000人を超えた。帰
国した人々は国民政府の軍隊に入隊したのは多く
いる同時に，八路軍・新四軍に入隊した人も大勢
いた50。
　第2の理由は，個人の政治理念・信条や顕在し
つつあった日本の中国侵略への動きなどに対する
反日感情などの影響があった。多くの中国青年
は，渡日する前または日本留学期間中にすでに共
産主義者の組織・集会に参加していた。たとえ
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ば，前出した張香山は日本に行く前の1932年に
すでに天津で中国左翼作家連盟に参加し，書記を
つとめていた51。渡日した後も，左翼文学活動を
続け，郭沫若など「中国左翼文学家」たちの集会
に積極的に参加していた。その回想録によると，
「1934年の冬から1937年の春にかけて，中国の民
族危機が深刻になる一方，救国運動も高まった。
このような情勢の下で，わたしは，いっそう東京
での中国左翼文学活動に励んだ 52。」「東京にいる
とき，わたしは郭沫若と知り合い，いろいろ教
えを受けていた53。」張香山は結局，政治活動を
行ったという理由で1937年に中国に強制送還さ
れた。
　前出した李亜農は，日本留学期間中の1927年
に中国共産党に入党し，「留日反帝同盟」などの
組織で反日運動を行っていた。内務省警保局保安
課外事係の極秘資料によると，日本で留学してい
た中国共産党員である李亜農の活動は，日本内務
省警保当局に把握されていた。1929年の内務省
警保局の資料によると，「日本反帝同盟組織セラ
レ中国留日反帝同盟ニ連絡ヲ申込ミ来レルヲ以テ
同盟ハ党員タル李亜農ヲ以テ連絡員トナシ共同ノ
戦線ヲ張ルニ至レル54。」「中国共産党員李亜農ハ
以来数次日本反帝同盟側ト協議シタル結果日本側
ノ提案ニ依リ九月一日国際無産青年日ヲ期トシタ
ル55。」1929年7月27日に，「留日反帝同盟」代表
大会は東京都杉並区馬橋14番地で開催され，李
亜農は代表会議主席に選ばれ，宣伝部委員に任命
された56。1929 年に李亜農が日本警察に逮捕さ
れ，1932年に帰国するまで3年間刑務所にいた。
　（2）日本人捕虜教育における「知日派」の活用
　日中戦争期において，中国共産党の中の「知日
派」は，日本軍向けのプロパガンダ工作に大きく
貢献している。日中戦争勃発前の1933年3月下旬
に，東北にある日本軍亀岡村1旅団長の部隊に対
して，中国共産党吉東局によってプロパガンダ工
作が行われた。その中国共産党吉東局の書記は日
本留学経験のある童長栄であり，日本軍向けのプ
ロパガンダ工作・瓦解工作が得意であった。当
時，日本軍の通過する各地の木や電線柱にビラ・
スローガンなどを多く張り，伊田助男という日本
兵士が弾薬を共産党軍に送った事件も起きた57。
　当時の対日本軍プロパガンダ工作を指導する童
長栄は，1925年から1928年かけて東京帝国大学
で留学していた。帰国後，中国共産党上海滬東区
委員会書記，河南省書記，大連市書記などを歴
任し，1931年から東北の延辺で中国共産党東満
特委書記をつとめ，1934年に戦死した58。童長栄
は，『告日本軍隊書』などを通じて対日本軍向け
のプロパガンダ活動を展開した。それは日中戦争
期における中国共産党の対日本軍プロパガンダ工
作と似たような性格を持っていた59。
　1937年に始まる日中戦争期においても，日本
留学経験のある「知日派」は，敵軍工作部などの
部門で，対日プロパガンダ工作に従事した。前述
した王学文，趙安博など代表的な人物はもちろ
ん，延安にある総政治部の敵軍工作部だけではな
く，前線にある各師団・旅団・連隊などにも，多
くの日本留学経験のある「知日派」が送り込まれ
た。たとえば覚醒連盟冀魯豫支部で活動していた
水野靖夫の回想によると，八路軍115師団343旅
団政治部の敵軍工作部部長をつとめた李仁は，当
時30歳前の青年で，早稲田大学に留学した経験
を持っていた60。そのほか，新四軍政治部主任の
袁国平が日本留学経験者である盛華，符然，李
特，黄波，王天祥，陳子谷などの人を各支隊に派
遣し，敵軍工作に従事させた。日本で舞踏を専攻
していた呉暁邦も敵軍工作部で工作し始めたので
ある61。早稲田大学留学経験者である王星の回想
によると，八路軍に入隊したら，日本語を使う敵
軍工作を担当していた。しばらく敵軍工作科で仕
事をしたあと，日本語ができる3人が同じ部署に
いるのは人材の浪費だということで，陳は政治部
に残り，譚はほかの団へ，王星もほかの団の政治
部への配置換えとなった62。
　1939年8月に山東省堂邑県大李荘の戦いで八路
軍129師団の捕虜となった秋山良照の回想による
と，「当時わたしの通訳をしてくれ，中国語の教
師になってくれた譚林夫は，九州帝大をでた日本
語の達者な青年」だったという。「友達になろう。
敵は，こんな不幸な戦争を始めた日本軍閥なんだ
から」といっていた63。1941年に八路軍の捕虜と
なった和田真一の回想によると，「そまつな軍服
をきたかれらのなかに日本の大学を出たものや，
なかに日本の陸士の副官部にいたものがあること
を知って驚いた。敵軍工作部に働いている甄科長
は早稲田，方さんは法政大学にいたし，ベトナム
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人の呉さんは明大にいた」。あとで敵軍工作部の
副科長に就任した王岳石は「日本の陸士の副官部
に学んだことがある64」と記載している。
　「知日派」の人々が実施した捕虜教育工作の多
くは，日本人捕虜の考えをある程度変え，彼らの
頭の中に印象を残した。日本人反戦組織で活躍し
ていた前田光繁の回想によると，「私たちが日常
接する八路軍幹部がみな日本語の達者なインテリ
で，親切な人たちであった。敵工部の蔡前部長は
台湾籍の人，漆克昌科長は日本に留学した経験の
持ち主。また江右書幹事も陳幹事も，もと留日学
生であった。このうち江右書氏は，のちに延安で
敵軍工作幹部訓練学校の教員となった65。」日本
人反戦組織で活躍していた古賀初美の回想による
と，1941年捕虜になったら，新四軍の蘇南第6縦
隊に連れてこられた。明治大学出身の謝敏という
敵軍工作員が，古賀の世話係りとなった。日本語
が堪能で，小林多喜二の日本語の小説などを渡さ
れた。さらに，1941年5月末か6月に蘇中第1師
団に移動し，そこの敵軍工作部部長も明治大学出
身であり，敵軍工作部の工作員はほとんど日本留
学の経験者であった。さらに，10月に新四軍第3
師団に移動し，その敵軍工作部部長は一高出身の
廖一帆であった66。廖一帆（1917－1995）は幼い
ときにマレーシアで勉強し，1935年から東京第
一高等学校に留学し，1937年から延安に帰国し
た。延安総政治部敵軍工作訓練隊助教，新四軍敵
軍工作幹事，敵軍工作科長などを歴任した67。
　そのほかに，前出した野戦政治部の敵軍工作部
部長の漆克昌と，敵軍工作部の工作員の陳斐琴，
唐平鋳，陳重，王星などはみんな日本留学経験の
ある人である68。漆克昌及び張香山，陳斐琴，江
右書などの日本語に精通している工作員が，早期
の捕虜に対して教育を実施した69。漆克昌（1910
－1988）は四川省の出身で，1922年に日本に留
学し，東北帝国大学経済学科で勉強していた。
1928年に中国共産党に入党し，1929年に日本で
逮捕され，1930年に帰国。1930年に上海で逮捕
され，1935年に山西の八路軍に入隊した。八路
軍野戦政治部敵軍工作部科長・副部長・部長など
を歴任した70。
　新四軍の捕虜となった香河正男の回想による
と，「敵工部にはほかに数人の幹部がいた。日本
の大学に留学したことのある陳辛人と鮑汗清，明
大の留学生らしくのちに第3代駐日大使となる宋
之光，同じく明大留学生でのちに新四軍第1師団
の敵工部長になる陳超寰，それに早大の政経に留
学した謝鎮軍。敵工部にはこれらの日本への留学
生が持ち帰った日本語の本がたくさんあるのに驚
いた」という71。
　日本人捕虜体験者への聞き取り調査をした堀井
弘一郎によると，「敵軍工作部幹部には，八路軍
側の王学文部長・李初梨副部長，新四軍側の林植
夫部長・李亜農副部長をはじめ，日本留学の経験
があり日本語が堪能で，日本の文化や習慣，日本
人の感性を知悉した逸材が配されていたことも見
逃すことができない要素であった。王学文は河上
肇の弟子の1人として京都帝大の大学院で学んで
おり，李初梨と李亜農兄弟も京都帝大の留学生，
林植夫は熊本五高・東京帝大の卒業生であった。
これまでほとんどその素顔が知られていなかった
林植夫が，『性格はきわめて温厚で話を諄々と説
くタイプ』の穏やかな気性であった（藤田証言）。
李亜農についても，日本人を自宅によく招いて食
事をご馳走してくれるような人物だった（大和田
証言）。石堂清倫氏が戦後大連で李と接触してい
たさいの印象として『立派な人格者』，『文化人で
あり，何よりリベラルな性格』と回想しているこ
ととも符合する。よく知られている工農学校副校
長・趙安博氏，129師敵工部長・趙香山氏なども
含め，屈辱と絶望におちいった日本人捕虜たちの
前に立ち現れたのは，まさにそうした共産党屈指
の知日派知識人たちであった72。」
　共産党部隊の中の「知日派」たちの専攻は，文
学，哲学，芸術などそれぞれ違うが，日本人への
理解と日本語能力は最優先され，各レベルの日本
軍向けの敵軍工作に従事させた。日本人捕虜の不
安感を解消するには効果的だったと言える。
　（3）敵情研究における「知日派」の活用
　日中戦争において，中国共産党は日本と日本軍
の状況を把握する「敵情研究」工作を重視してい
た。日本の国内情勢，日本軍の状況に関する研究
工作には，八路軍にいる日本人のほか，多くの
「知日派」も参加していた。
　1939年1月15日に出版した『八路軍軍政雑誌』
には，毛沢東執筆の「発刊辞」が掲載された。そ
の中には，「蒙偽軍向けの獲得工作の効果は大き
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かったが，もう一歩進めるべきである。ここで，
敵偽軍のあらゆる情報の収集と研究は大変重要で
あるが，この面ではまだ不十分である73」との指
摘がある。
　1942年9月9日付の『解放日報』には，敵情研
究を強化する必要性が分析されている。「われわ
れは一般的や手段しかない。敵軍を理解しない，
敵軍を研究しない，という悪いやり方を直さなけ
ればならない。敵を理解し，敵を研究するには，
敵軍特務の工作手段と敵の具体政策から着手すべ
きである74。」
　1943年7月13日付の『解放日報』の報道によ
ると，延安で開催された日本共産主義者同盟結成
1周年記念大会において，岡野進（野坂参三）は
日本人反戦組織の盟員に対して3つの任務を挙げ
た。第1は革命理論学習の強化。第2に，日本研
究。第3に，共産党，八路軍，新四軍の革命経験
の学習。「われわれは本国の状況をしっかりと研
究し，とくに日本資本主義の弱点と勤労大衆の状
況を研究する75。」その後，岡野進が各地の反戦
団体支部に手紙を出し，敵情研究など日本反戦組
織の3大任務を強調した76。
　中国共産党は日中戦争期において，日本政治，
日本経済，日本軍事，日本革命などを含む敵情研
究工作を展開した。主な敵情研究機関とメディア
は次のようにまとめることができる。
　『敵国彙報』。『敵国彙報』は八路軍総政治部敵
軍工作部日本問題研究会が編集し，八路軍政治部
が発行する半月刊である。その前身は『敵国彙
報』新聞で，1941年2月に雑誌に変身した。この
雑誌の特徴は「政治化・大衆化・軍事化」で，主
に日本政治・経済・風土など各方面の状況を紹介
する文章，および敵軍研究の資料を系統的に発表
していた77。
　『敵偽研究』。『敵偽研究』は八路軍野戦政治部
敵軍工作部日本問題研究会敵偽研究社編集委員会
が編集する月刊誌である。1941年5月20日に創
刊号を発行した。その主な目的は，「敵偽の各種
の政策と活動，特に政治，経済，文化教育などに
ついて，系統的な研究と紹介をすることである。
できるだけ各種の敵偽資料を収集し，各ポルトに
いる同志が敵偽研究と対敵闘争を行うときの参考
資料となる78。」
　『解放日報』の「敵情」特集ページ。『解放日
報』には，定期的に「敵情」特集ページが発行さ
れている。1941年9月27日から創刊され，2週間
に1号が発行され，『解放日報』の4面のページ全
体の紙面が使われていた。1945年3月31日まで，
計66号の「敵情」が発行された。辛亥革命の英
雄とされている黄興はよく知られているが，その
息子の黄乃は「敵情」の編集長をつとめていた。
黄乃は日中戦争勃発前に日本に留学し，宮崎滔天
の息子である宮崎龍介宅で下宿していた。エスペ
ランティストの長谷川テルと親交を結び，反戦運
動のかどで強制送還となった。戦争が始まると中
国共産党に入党，『解放日報』の「敵情」の編集
長をつとめていた79。1942年，マルクスレーニン
学院の始業式において，毛沢東が「調査なくして
発言権なし。たとえば，黄乃は日本国の政治・経
済・軍事などの面において調査研究を行った。日
本問題について，彼には一番発言権がある」と演
説した80。
　『八路軍軍政雑誌』。『八路軍軍政雑誌』は共産
党部隊の政治工作を中心とする研究誌だが，定期
的に敵情関連の論文を掲載している。たとえば，
1939 年 5 月 15 日に出版した『八路軍軍政雑誌』
には，譚政の「敵人在華北的現行政策」が掲載さ
れている。その中に，日本軍の政策と八路軍の対
策が書かれている82。そして，同じ号に，王思華
の「敵軍的現状」が掲載されている83。第1巻の
第6号に，王思華が書いた「戦争両年後的日本政
治経済」が掲載され，日本の政治経済状況が詳し
『解放日報・敵情』の記事に基づき，新華書店より出版
された『日本革命運動史話』の表紙81
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く分析されている84。
　日本問題研究会。初期の日本研究活動は，主に
中国人を中心に行われていた。総政治部責任者の
王稼祥が抗日軍政大学の教員である楊憲吾，敵軍
工作部の劉型，軍委編訳局の曹汀などを集め，日
本問題研究会を創立したのである。工作員であっ
た王子野が多数の敵情関係の文章を『八路軍軍政
雑誌』で発表した85。延安の敵軍工作部の下に
は，日本問題研究会（室）が設置されていた。黄
乃の回想によると，敵軍工作部には日本問題研究
室という研究機関が付属されていて，そこは野坂
の管轄部署だった。黄乃は1940年から1945年ま
で，日本問題研究室付の研究員として敵情研究に
携わり，野坂の研究秘書をつとめていた86。敵軍
工作幹部だった劉国霖の回想によると，日本工農
学校が成立後，毎週土曜日午後に総政治部で野坂
が主催する「日本問題研究会」が開かれ，総政治
部やその下部の敵軍工作部，敵軍工作幹部訓練学
校，日本工農学校関係者など，毎回20～30人が
出席していた。その場で『日本便覧』というバン
フレットは各人に一冊配布され，日本の天皇制な
どが紹介された87。
　敵情を把握する手段としては，（1）計画的に行
われる全般的な調査研究，（2）特定地区に出した
専任者による調査，（3）捕虜や投降者から情報を
得る尋問，（4）日本軍の電話盗聴，（5）小商人・
親戚などのつながりを通じる日本軍情報収集，
（6）戦いで収集する日本軍の文書・手紙など，
（7）新聞などの公開刊行物からの情報収集，など
がある88。これらの手段のほとんどは，日本語能
力が必要となっている。
　（4）「知日派」と「2分法」
　中国共産党は，戦争を起こした日本帝国主義者
と一般の日本人を区分する「2分法」を提唱して
いるが，日中戦争期において八路軍の一般兵士や
中国の一般庶民に浸透させることは困難だった。
「2分法」や日本人捕虜への優遇などの政策の執
行には，一般兵士や一般庶民の理解と支持が欠か
せなかった。その理解と支持を獲得するために，
各級部隊や政府の敵軍工作部門にいる「知日派」
の力は重視されていた。心から「2分法」を信じ，
本気に「2分法」と捕虜優遇政策を宣伝する背景
には，「知日派」の日本人と日本文化への深い理
解があったと考えられる。
　1982年に出版された日本留学を回想する文章
では，張香山は次のよう日本留学を回想してい
る。「その時は，ちょうど中日戦争の前夜である。
軍部はあらゆる輿論を動員して，軍国主義の旋風
を煽りたてようとしていたが，わたしと日本人学
生の間にはずっと青年の純情と友情がつづいてい
た。彼ら，わたしを中国人だからといって敵視し
たり，軽べつしたりすることはなく，やはり親し
い学友であった。（中略）お互いに何のへだたり
もなく青年らしい熱情と奔放な情感が発揮され
た89。」日本留学のおかげで，日本庶民と日本軍
国主義の違いを身近で見えたことであろう。
　「わたしは，この同級生たちと2年ほど一緒に
いただけで，1937年の4月に，アメリカ船プレジ
デント・タフト号で帰国し，これでわたしの日本
での学生生活と文学生活に終止符が打たれた。
（中略）情勢からみて，日本の軍部が中国に対し
て全面侵攻にでてくることは明らかである。マル
クスは，批判の武器と武器の批判を論じたが，わ
たしにとって，批判の武器を武器の批判にかえな
ければならない時が迫っていた。戦争の時期に，
わたしが歩んだ道は，まさにその通りであった。
この戦争は，中日両国人民にとって，深刻な災難
であったが，同時に，この戦争は中日両国を改造
し，中日両国の関係を改善するための，道を切り
開いた90。」張香山はそのように「2分法」の考え
で日中戦争をまとめている。
　日本文化への理解，日本人の性格への理解は，
「2分法」を具体化する捕虜教育に大きく生かさ
れた。新四軍で林植夫の教育を受けたことのある
香河正男の回想によると，林は国民政府の官費留
学生試験に合格して明治末～大正に日本に留学
し，帰国後国民政府の役人となった。大正12年
の震災のとき，国民政府の一員として日本を訪問
したこともある。「日本語はきわめて堪能で，50
歳くらいの方だ。政治部では民家を借りて宿舎と
していたが，林部長は隣の部屋に寝起きしていた
ので，毎日顔を合わせていた。大変おとなしく温
厚な方で，人間的に優しい方だった。話も諄々と
説いていくというタイプだった。メガネをかけ，
日本人とよく似ていた」と回想している。林は
「この戦争は必ず日本がまけ中国が勝つ。そうす
れば，日本に無事に帰れる。それまでゆっくりし
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てくれ。労働はさせない。本を読んでしっかり勉
強してくれ」というのである91。林植夫の日本留
学および日本への理解は，日本人捕虜にある程度
の親近感をもたらしたと考えられる。
　日本で出会った同級生，先生，よく通う店の
オーナー，公園で遊ぶ知らぬ子ども。日本留学経
験の中の日本庶民のこれらの具体像は，「知日派」
の具体的な敵軍工作に影響を及ぼしたと考えられ
る。王学文の場合，1982年に出版された王学文
の回想録である『河上肇先生に師事して』の中で
は，多くの日本留学の記憶は書かれている。日本
人の友達との付き合いを回想し，「学生には親切
で」「謙虚」である河上肇先生を高く評価した。
帰国の旅費まで河上先生からもらったという。
「わたしは先生のお宅まで奥さまにお会いした。
日本人はとても礼節に厚かった。普通現金をその
ままむき出して相手にわたさない。先生の奥さま
は，封筒に入れてわたしてくれた。あけて見たら
20円が入っていた。こうして河上先生と中国の
友人のおかげで日本を離れたのである92。」日本
で経験したこれらの感動は，その後の敵軍工作，
特に日本人捕虜を扱うときの「2分法」政策の実
行に影響を不断に与えていると考えられる。
　1938年から1942年までの間に東京高等師範学
校と東京文理科大学（中退）で学んだ蕭向前は，
直接に敵軍工作に従事していなかったが，当時の
留学生としての日本認識は参考的であるため，こ
こで引用する。「日本では，一部の人にとって，
いまだに解きにくい問題が残っているようであ
る。かつて，軍国主義者は，本来多くの親日派を
育てるために，なみなみならぬ精力を費やして，
大勢の留学生を吸収したというのに，どうしてあ
べこべに，あんなに多くの抗日派を生みだしてし
まい，こと，こころざしと異なってしまったの
か。わたし自身の体験にもとづいていえば，日本
では，軍国主義者はごく少数であり，絶対対数の
善良な日本人民は，みんな中国との友好を望んで
いたからである。彼らは軍国主義政策を改め，民
主的解放を得たいと願っていたのだ。歴史のくだ
した結論は，軍国主義者が侵政策によって自分自
身の墓を掘り，人民こそが勝利者となったという
ことである。軍国主義者は失敗して投降し，中国
人民と日本人民は，共に彼らの魔手からの解放を
かちとったのだ。歴史という高い見地から客観的
にふりかえれば，日本軍国主義に対する抗日派は
日本人民に対する親日派であった。言いかえれ
ば，あのような状況のもとでは，親日派も抗日派
にならざるを得なかったのである。これこそ，日
本で20年も暮らしてきて，多くの日本の友人を
もつ郭沫若同志が『七・七事変』のとき，断固，
帰国して抗戦に参加した理由であり，また多くの
留学生が抗日派となった根本的な原因なのであ
る。中日両国人民の利益は，いつも一致してお
り，その気持ちもひとつであり，最終的には仲良
くなる，これが事実なのだ。93」「日本軍国主義に
対する抗日派は日本人民に対する親日派であっ
た」と述べ，日本軍国主義と日本人民を区分して
見る姿勢を示している。
おわりに
　日中戦争期において，中国共産党は積極的に日
本軍向けのプロパガンダ工作を展開していた。野
坂参三などの日本人を利用する同時に，日本留学
経験のある中国人をも積極的に利用しようとし
た。これらの「知日派」は，中国共産党の具体的
な対日工作に影響を与えた同時に，その敵軍政策
にも影響したと考えられる。その背景には，「知
日派」が日本を見るときの2つの要素があると考
えられる。
　第1は，「知日派」たちは日本の一般庶民を好
意的に見ていたことである。王学文の回想録に
は，16年間の日本生活で経験した感動，日本で
受けた教育，日本友人と日本人先生への愛情が溢
れている。趙安博も中国の学生にとても友好的で
民族的な差別のない片山先生のことと日本人の学
友と一緒に食事，寝起き，スポーツ活動を楽しん
でいた日々を回想している。
　第2は，日本国内にも反帝国主義勢力が存在し
ているとの認識である。王学文は京都大学の在学
中，日本人の岩田義道などと一緒に，社会科学研
究会のメンバーとして活動していた94。張香山も
日本留学期間中，小林多喜二などプロレタリア作
家の作品を読む同時に，築地小劇場で上演してい
た日本左翼作家の劇を見ていた95。日本国内にあ
る日本共産党など反帝国主義的な勢力の存在は，
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その後の「知日派」の日本人捕虜教育と日本軍向
けプロパガンダ活動とつながっている。日本国内
には反帝国主義勢力が存在しているからこそ，中
国における日本人の反戦同盟も期待できるわけで
ある。
　「知日派」たちは共産党の敵軍工作政策と緊密
につながっている。日本軍向けのプロパガンダ工
作を有効的に展開するために，戦争を起こした日
本帝国主義者と一般の日本人を区分する「2分法」
との対日政策が打ち出され，共産党の敵軍工作政
策の中心的な内容となった。「知日派」らは共産
党の「2分法」政策の合理性を信じ，「2分法」を
遂行する勢力だった。日中戦争期において，中国
民衆の間に「悪魔の日本兵」とのイメージが普遍
的だった。「武器を捨てた日本兵はわれわれの敵
ではなく友だ」と言われても，一般民衆は簡単に
認めない。つまり，日本軍全般を敵視する中国の
一般兵士と民衆への「2分法」浸透は困難だった。
「捕虜優遇」，「2分法」などの対日政策を推進す
る過程において，日本の一般民衆のことをよく
知っている「知日派」の存在は重要だった。
　このような分析は，当時の日本と中国がきわめ
て複雑な関係にあったことを示唆する。前述した
ように，「知日派」日本留学経験者が中国共産党
に加入した理由は，日本が共産主義思想の情報源
であり，中国共産党が日本国内で彼ら留学生に働
きかけをしたことにあった。また，個人の政治理
念・信条や顕在化しつつあった日本の中国侵略に
対する反日感情などの影響があった。したがっ
て，ここには，一方において日本が抗日方針を取
り始める中国共産党運動を直接的・間接的に支援
し，他方において「知日派」日本留学経験者の好
意的な日本人観が戦争を起こした日本帝国主義者
と一般の日本人を区別する「2分法」と打ち出し
たという2面性を観察することができる。これは
当時の日本と中国の関係を考える上で注目される
側面である。
　このような2面性を持つ政策は，中国共産党の
得意とするものである。現今の日中関係におい
て，「中日友好を望む大数の日本人民と中日友好
を阻害する一握りの人」を区別する「2分法」を
採っている。中国国内においても，「文革」が終
わったさい，利用された紅衛兵や群衆と四人組な
どの極少数の人を区別する「2分法」を採ってい
た。1989年の天安門事件後，「利用された学生と
反革命動乱を起こした極少数の反革命分子」を区
別する「2分法」を採っていた。2008年3月14日
のラサ騒動事件においても，「ダライ・ラマ集団
に利用され騒動を起こした少数人と安定を望むチ
ベット各族人民」を区別する「2分法」を採って
いた。多数人を獲得・団結するため，少数人を敵
にし孤立させ，多数人を友にし獲得しようとする
「2分法」は，中国共産党の哲学の重要な一面で
ある。おそらく本論文で考察した「2分法」は，
中国共産党が考案した歴史上最初のものであろ
う。
　「知日派」の人々は日本語能力と日本への理解
を発揮し，共産党の日本軍向けプロパガンダ工
作，日本人捕虜教育，敵情研究などの分野で活躍
していた。しかし活躍できる場を獲得した一方，
不遇や悲惨な事件にもあった。特に整風運動で
「日本の特務ではないか」と疑われた悲惨な経験
もあった。たとえば，黄乃の回想によると，一時
野坂の秘書をつとめ，時々野坂の通訳をしていた
趙安博は，昼間働き，夜になると「日本の特務で
はないか」と寝る間もなく過酷な取調べを受け，
とうとう訊問に耐え切れず，それを認めてしまっ
た。そして，身の潔白を証明するため，野坂が住
んでいた家の上の山の斜面から，投身自殺を図っ
た事件もあった96。
　本論文は，日中戦争期における敵軍工作部で活
躍していた「知日派」の留学経験とその後の敵軍
工作を中心に考察し，「知日派」留学経験者の好
意的日本人観が捕虜教育，敵情研究と「2分法」
などの形成に大きな影響をもっていたことを明ら
かにした。もっとも「知日派」留学経験者の影響
力の大きさを測定し，全体像を理解するために
は，総勢何名くらいの中国人留学経験者がおり，
そのうち何名が共産党に入党したのかなどの疑問
に答える必要がある。そのためには，新しい1次
資料を収集し，それらを丹念に読み解く必要があ
る。これらの疑問を今後の研究課題としたい。
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